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特集

一
方
、
非
鉄
金
属
は
下
落
傾

向
に
あ
る
。
海
外
向
け
部
品

輸
出
は
全
体
と
し
て
堅
調
な

需
要
を
維
持
し
て
い
る
も
の

の
、
南
米
市
場
で
は
購
買
意

欲
の
鈍
化
も
み
ら
れ
、
地
域

ご
と
の
濃
淡
が
広
が
っ
て
い

る
と
い
う
。

部
品
供
給
の
面
で
は
、
リ

ビ
ル
ト
製
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
強
化
が
進
む
。
ト
ラ
ッ
ク

向
け
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
に
着

手
す
る
動
き
、
整
備
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
体
制
づ
く

り
が
加
速
し
て
い
る
。

入
れ
確
保
と
収
益
機
会
の
多

様
化
に
知
恵
を
絞
る
。
信
頼

の
証
と
し
て
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
士
を
活
用
し
入
庫
を
確

保
す
る
動
き
や
、
一
般
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
買
い
取

り
強
化
に
向
け
た
設

備
投
資
な
ど
、
入
庫

接
点
を
増
や
す
取
り

組
み
が
広
が
る
。
新

車
・
中
古
車
価
格
の

高
騰
を
追
い
風
に
整

備
・
補
修
需
要
は
底

堅
く
推
移
し
て
お

り
、
過
去
最
高
の
売

り
上
げ
を
記
録
し
た

事
業
者
も
あ
る
。

収
益
面
で
は
、
中

東
情
勢
の
緊
迫
化
に

伴
う
各
種
油
脂
類
や

輸
送
費
の
高
騰
が
重

荷
と
な
っ
て
い
る
。

資
源
市
況
は
、
鉄
が

高
値
圏
で
推
移
す
る

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

セ
ン
タ
ー
（
梅
田
靖
理
事

長
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
の
発
表
で

は
、
２
０
２
６
年
上
期
（
１

～
６
月
）
の
引
き
取
り
報
告

件
数
は
前
年
同
期
比
７
・
９

％
減
の
15
万
７
１
６
９
件
だ

っ
た
。
単
月
実
績
で
も
ほ
と

ん
ど
の
府
県
で
前
年
を
下
回

っ
て
お
り
、
厳
し
い
環
境
を

呈
し
て
い
る
。

近
畿
２
府
４
県
の
26
年
上

期
の
新
車
販
売
台
数
（
軽
自

動
車
を
含
む
）
は
、
前
年
同

期
比
０
・
５
％
増
の
34
万
７

９
４
５
台
で
、
２
年
連
続
で

前
年
同
期
を
上
回
っ
た
。
登

録
車
は
同
０
・
３
％
増
の
23

万
１
９
５
１
台
、
軽
は
同
０

・
７
％
増
の
11
万
５
９
９
４

台
で
い
ず
れ
も
２
年
連
続
の

プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
将
来
的

な
Ｅ
Ｌ
Ｖ
増
加
の
芽
は
あ
る

も
の
の
、
現
状
の
仕
入
れ
難

と
足
元
の
数
字
に
は
な
お
開

き
が
あ
る
。

こ
う
し
た
市
場
環
境
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
近
畿

の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
は
仕

る
。
中
東
情
勢
の
変
化
を
機

に
資
源
循
環
へ
の
社
会
的
関

心
が
高
ま
り
、
社
員
の
意
識

向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る

事
業
者
も
あ
る
。

業
界
か
ら
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
関
連
法
が
複
数
省
庁
に
ま

た
が
る
縦
割
り
行
政
の
解
消

を
求
め
る
声
も
根
強
い
。
リ

サ
イ
ク
ル
の
総
合
的
な
主
導

と
俯
瞰
を
担
う
「
リ
サ
イ
ク

ル
庁
」
の
早
期
新
設
と
関
連

法
の
厳
格
な
運
用
を
訴
え
る

事
業
者
も
お
り
、
貴
重
な
資

源
の
海
外
流
出
を
防
ぎ
、
国

内
リ
サ
イ
ク
ル
市
場
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
の
制
度
設
計

が
今
後
の
焦
点
と
な
り
そ
う

だ
。

２
０
２
６
年
４
月
に
始
ま

っ
た
資
源
回
収
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
制
度
へ
の
現
場
の
受
け

止
め
に
は
温
度
差
が
あ
る
。

現
時
点
で
収
益
へ
の
大
き
な

期
待
は
語
ら
れ
な
い
一
方
、

答
え
の
な
い
課
題
に
先
行
し

て
取
り
組
む
意
義
を
評
価
す

る
声
も
あ
る
。
実
際
に
ガ
ラ

ス
回
収
に
参
入
し
た
事
業
者

か
ら
は
、
単
価
は
低
い
も
の

の
重
量
が
あ
る
た
め
一
定
量

を
確
保
で
き
れ
ば
十
分
な
採

算
が
見
込
め
る
と
手
応
え
を

語
る
。
一
方
で
樹
脂
回
収

は
、
加
工
工
程
の
煩
雑
さ
や

人
件
費
に
対
し
て
取
引
価
格

が
低
く
、
参
入
の
ハ
ー
ド
ル

は
依
然
と
し
て
高
い
と
み

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
梅
田
靖
理
事
長
）
に
よ

る
と
、
四
国
地
区
の
２
０
２
６
年
１
～

６
月
の
引
取
工
程
の
実
施
状
況
は
前
年

同
期
比
10
・
２
％
減
の
３
万
７
５
３
２

台
だ
っ
た
。
一
方
、
同
地
区
の
26
年
１

～
６
月
の
新
車
販
売
台
数
は
同
１
・
７

％
増
の
７
万
５
９
７
９
台
と
２
年
連
続

で
前
年
実
績
を
上
回
り
、
将
来
的
に
使

用
済
み
自
動
車
の
増
加
が
見
込
め
る
も

の
の
、
四
国
地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
界

で
は
厳
し
い
見
方
を
す
る
事
業
者
が
少

な
く
な
い
。
円
安
な
ど
を
起
因
と
す
る

海
外
へ
の
中
古
車
輸
出
増
加
な
ど
に
よ

り
、
国
内
の
使
用
済
み
自
動
車
の
流
通

量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
か
ら
だ
。
実

際
、
多
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
使

用
済
み
自
動
車
の
入
庫
台
数
は
ピ
ー
ク

時
の
10
年
前
に
比
べ
る
と
半
減
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

業
界
を
取
り
巻
く
市
場
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

者
は
海
外
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
販

売
強
化
や
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

使
用
済
み
自
動
車
（
Ｅ
Ｌ
Ｖ
）
の
発
生
台
数
が
減
少
す
る
中
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
業
界
を
取
り
巻
く
仕

入
れ
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
円
安
を
背
景
に
し
た
中
古
車
輸
出
増
加
や
、
外
国
人
バ
イ
ヤ
ー
の
旺
盛
な

購
買
意
欲
も
あ
い
ま
っ
て
、
国
内
の
Ｅ
Ｌ
Ｖ
の
流
通
量
は
減
少
が
続
く
。
一
方
で
、
都
市
鉱
山
と
も
い
わ
れ
る
Ｅ

Ｌ
Ｖ
の
価
値
を
い
か
に
国
内
に
と
ど
め
、
資
源
循
環
に
生
か
す
か
が
業
界
共
通
の
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

Ｅ
Ｌ
Ｖ
発
生
止
ま
ら
ぬ
減
少

市
場
環
境
変
化
に
対
応
へ

市
場
環
境
変
化
に
対
応
へ

入庫接点増やす取り組み拡大入庫接点増やす取り組み拡大

都
市
鉱
山
と
い
わ
れ
る
使
用
済
み
車
を
ど
の
よ
う
に

国
内
に
と
ど
め
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

中東情勢の変化を機に資源循環への関心が高まる 参
入
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
樹
脂

回
収
に
取
り
組
む
事
業
者
も

中古車オークション会場では海外
バイヤーの存在感は大きいようだ

近畿地区

リ
サ
イ
ク
ル
士
活
用
や

買
い
取
り
強
化

資
源
回
収
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
は
温
度
差
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新
車
価
格
の
上
昇
や
、
そ

れ
に
連
動
す
る
中
古
車
価
格

の
高
騰
に
伴
い
、
整
備
・
補

修
需
要
は
底
堅
く
推
移
し
て

い
る
。
前
期
は
過
去
最
高
の

売
り
上
げ
を
記
録
し
た
。

今
後
も
都
市
鉱
山
と
い
わ

れ
る
使
用
済
み
車
の
価
値
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
部
品

の
再
利
用
や
資
源
回
収
の
高

度
化
を
進
め
る
。
品
質
と
安

定
供
給
の
両
立
を
図
り
な
が

ら
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に

貢
献
し
て
い
く
考
え
だ
。

（
神
戸
市
東
灘
区
）

を
寄
せ
ら
れ
る
も
の
と
は
言

え
な
い
。
た
だ
、
答
え
の
な

い
課
題
を
探
る
や
り
が
い

や
、
先
行
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
は
意
義
が
あ
る
。

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
を
受

け
、
国
内
で
も
資
源
循
環
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要

性
を
再
確
認
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
社
内
で
も
社
会
的
使

命
を
共
有
し
や
す
く
な
り
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

資
源
回
収
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、

現
時
点
で
は
収
益

面
で
大
き
な
期
待

り
、
収
益
機
会
を
広
げ
る
取

り
組
み
の
重
要
性
は
一
段
と

高
ま
っ
て
い
る
。
当
社
は
入

庫
に
つ
な
が
る
接
点
を
増
や

す
た
め
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
向
け
レ

ン
タ
カ
ー
事
業
を
強
化
し

た
。
さ
ら
に
、
一
般
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
の
買
い
取
り
に
機
動

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
従

来
よ
り
小
型
の
積
載
車
を
導

入
す
る
な
ど
社
内
投
資
も
進

め
て
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
逃
さ
ず
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
積

み
重
ね
て
い
く
考
え
だ
。

（
神
戸
市
西
区
）

現
を
目
指
す
な
ら
ば
、
国
内

リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
単
価
を

上
げ
、
流
出
を
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

入
庫
台
数
が
減
少
す
る
一

方
で
入
庫
額
は
上
昇
し
て
お

少
子
高
齢
化
に
伴
う
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
の
減
少
を
背
景

に
、
使
用
済
み
車
の
発
生
台

数
は
減
少
傾
向
が
続
き
、
仕

入
れ
車
両
の
不
足
は
依
然
と

し
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
で
も
入

庫
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
信

頼
の
証
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
士
を
活
用
し
た
い
。
ま

た
、
使
用
済
み
車

は
世
界
中
で
引
き

合
い
が
強
い
都
市

鉱
山
で
も
あ
る
。

循
環
型
社
会
の
実

が
低
い
も
の
の
、
重
量
が
あ

る
た
め
一
定
以
上
の
回
収
量

を
確
保
で
き
れ
ば
十
分
な
採

算
性
が
見
込
め
る
。
一
方

で
、
樹
脂
回
収
は
加
工
工
程

の
煩
雑
さ
や
人
件
費
に
対
し

て
取
引
価
格
が
低
く
、
参
入

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

入
庫
状
況
は
横
ば
い
で
安

定
し
て
推
移
し
て
い
る
。
仕

入
れ
難
が
続
く
市
場
環
境
に

お
い
て
も
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー

に
向
け
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
が
功

を
奏
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

方
、
非
鉄
金
属
は
下
落
傾
向

に
あ
る
。

資
源
回
収
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
制
度
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
ガ
ラ
ス
回
収
に
参
入

し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
は
単
価

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴

い
、
各
種
油
脂
類
や
輸
送
費

の
高
騰
が
事
業
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
重
機
や

ア
ル
ミ
溶
解
工
場
で
使
用
す

る
作
動
油
の
コ
ス
ト
増
が
響

い
て
い
る
。
海
外
向
け
部
品

輸
出
は
全
体
と
し
て
堅
調
な

需
要
を
維
持
し
て
い
る
も
の

の
、
南
米
市
場
に
お
い
て
は

購
買
意
欲
に
鈍
化

が
見
ら
れ
る
。
資

源
市
況
に
関
し
て

は
、
鉄
が
高
値
圏

で
推
移
す
る
一

行
政
を
解
消
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
総
合
的
な
主
導
と
俯
瞰

を
担
う
「
リ
サ
イ
ク
ル
庁
」

を
早
期
に
新
設
し
た
上
で
、

関
連
法
を
厳
格
に
運
用
す
る

必
要
が
あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
は
本
来
相
応
の
コ
ス
ト
が

伴
う
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な

資
源
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
国
家
主
導
で
国
内
リ
サ

イ
ク
ル
市
場
を
強

力
に
活
性
化
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。

（
堺
市
美
原
区
）

複
数
省
庁
に
分
散
し
て
管
轄

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
縦
割
り

減
に
よ
り
市
場
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
高
度
化
を

進
め
る
に
は
、
現
場
へ
の
適

正
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
欠

か
せ
な
い
。
し
か
し
現
状

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法
が

市
中
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
発
生

が
落
ち
込
む
中
、
リ
サ
イ
ク

ル
部
品
は
新
品
価
格
が
基
準

と
な
る
た
め
、
価
格
転
嫁
が

難
し
い
製
品
特
性
を
抱
え

る
。
仕
入
れ
価
格
の
高
騰
が

利
益
を
圧
迫
す
る
構
造
下
で

は
取
扱
数
量
が
生
命
線
と
な

る
が
、
使
用
済
み
車
の
発
生

プ
強
化
に
乗
り
出
す
。
第
１

弾
と
し
て
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
用

リ
ビ
ル
ト
エ
ン
ジ
ン
の
製
造

に
着
手
し
、
安
価
か
つ
高
品

質
な
部
品
を
求
め
る
ユ
ー
ザ

ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。
消

耗
部
品
は
新
品
に
交
換
す
る

な
ど
、
Ｊ
Ｔ
Ｐ
の
品
質
基
準

を
満
た
し
た
製
品
の
み
を
出

荷
す
る
方
針
だ
。
整
備
現
場

の
声
に
応
え
る
と

と
も
に
、
当
社
の

収
益
力
向
上
に
も

つ
な
げ
た
い


(

大
阪
府
門
真
市)

こ
う
し
た
整
備
需
要
の
高

ま
り
を
受
け
、
当
社
で
は
リ

ビ
ル
ト
製
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

台
を
長
く
乗
り
続
け
る
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
近

年
は
環
境
負
荷
を
意
識
す
る

ユ
ー
ザ
ー
も
増
加
し
、
エ
ン

ジ
ン
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
や
Ｄ
Ｐ
Ｆ
、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

新
車
・
中
古
車
と
も
に
ト

ラ
ッ
ク
の
価
格
高
騰
が
長
期

化
し
て
い
る
。
円
安
を
追
い

風
と
し
た
外
国
人
バ
イ
ヤ
ー

の
旺
盛
な
購
買
意
欲
も
続
い

て
お
り
、
解
体
目
的
で
の
仕

入
れ
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
一
方
で
、
車

体
価
格
の
高
騰
を
受
け
、
一

き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
確
か
な
手
応
え

と
安
心
材
料
を
得
ら
れ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
新
工
場
稼
働

と
、
将
来
的
な
生
産
能
力
増

強
と
い
う
投
資
に
踏
み
切
る

こ
と
が
で
き
た
。

加
え
て
、
生
産
規
模
を
拡

大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新

た
な
仲
間
の
力
が
欠
か
せ
な

い
。
今
後
は
、
当
社
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
共
感
し
て

く
れ
る
人
材
の
採

用
活
動
を
本
格
化

し
て
い
く
。

(

京
都
府
宇
治
市)

く
、
品
質
基
準
の
厳
格
化
や

仕
入
れ
の
数
値
化
を
、
現
場

レ
ベ
ル
で
徹
底
的
に
進
め
て

と
い
う
顧
客
の
切
実
な
ニ
ー

ズ
に
、
し
っ
か
り
と
応
え
た

結
果
だ
と
捉
え
て
い
る
。

今
期
は
当
社
に
と
っ
て
、

新
工
場
増
設
に
向
け
た
「
勝

負
の
期
」
と
位
置
付
け
て
い

た
。
た
だ
、
や
み
く
も
に
規

模
拡
大
を
追
う
の
で
は
な

２
０
２
６
年
８
月
期
の
業

績
は
、
前
期
比
10
％
増
と
な

り
、
過
去
最
高
収
益
を
達
成

す
る
見
込
み
だ
。
近
年
の
厳

し
い
値
上
げ
環
境
の
中
に
あ

っ
て
も
、
販
売
数
量
と
単
価

の
両
輪
で
成
長
を
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
純

正
部
品
の
価
格
が
上
昇
す
る

昨
今
、
コ
ス
ト
を
抑
え
た
い

実
績
が
あ
り
、
将
来
的
に
も

海
外
で
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の

市
場
は
成
長
す
る
と
み
て
い

る
。さ

ら
に
、
職
場
環
境
の
改

善
な
ど
を
目
的
に
、
事
務
作

業
を
中
心
に
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
を
導
入
す
る
予
定
だ
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
事
務

作
業
な
ど
に
つ
い
て
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と

で
、
業
務
パ
ー
タ

ン
や
方
法
な
ど
の

平
準
化
を
推
進
す

る
。

(

愛
媛
県
伊
予
市)

部
品
の
需
要
も
増
加
傾
向

だ
。
当
社
で
は
パ
キ
ス
タ
ン

や
マ
レ
ー
シ
ア
で
高
い
販
売

ー
や
整
備
事
業
者
で
リ
サ
イ

ク
ル
部
品
の
需
要
は
伸
び
る

見
通
し
だ
。

国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外

に
も
販
路
を
拡
大
す
る
方
針

だ
。
海
外
で
は
日
本
車
の
性

能
や
耐
久
性
の
高
さ
が
評
価

さ
れ
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

海
外
の
中
古
車
需
要
の
増

加
や
使
用
の
長
期
化
に
伴
う

使
用
済
み
自
動
車
の
入
庫
台

数
の
減
少
な
ど
取
り
巻
く
市

場
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
販

売
な
ど
を
強
化
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
観
点
か
ら
も
、

将
来
的
に
も
新
車
デ
ィ
ー
ラ

近畿･四国地区 自動車リサイクル事業者の声
多
屋
貞
一
社
長

川
島
準
一
郎
社
長

平
田
武
士
社
長

桜
井
陽
次

海
外
事
業
部
長

宮
本
智
仁
営
業

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

小
田
智
尚
社
長

八
束
和
志
社
長

使
用
済
み
車
の
価
値

最
大
限
に
引
き
出
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
逃
さ
ず

地
域
に
根
差
し
た
活
動

十
分
採
算
性
見
込
め
る

ガ
ラ
ス
回
収
に
参
入

国
内
リ
サ
イ
ク
ル
市
場

国
家
主
導
で
活
性
化
を

高
ま
る
ニ
ー
ズ
対
応

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
強
化
へ

将
来
の
成
長
も
見
込
み

海
外
に
も
販
路
拡
大

品
質
基
準
厳
格
化
な
ど

工
場
増
設
控
え
手
応
え

() 2 0 2 6年(令和8年)8月27日号
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